
 

 

食
と
健
康
に
つ
い
て 

―
食
生
活
タ
イ
プ
と
そ
の
主
な
改
善
点
― 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

滉 
 

 

食
は
健
康
を
維
持
増
進
す
る
た
め
に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
事

で
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
も
、
食

生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が
必
要
で
す
。
高
齢
化
の
急
速
な
展
開
と
共
に
、
癌
や

心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
等
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
加
え
、
要
医
療
者
や
要
介
護

者
（
認
知
症
や
寝
た
き
り
）
の
増
加
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
が
進
行
中
で
あ
り
ま

す
。 

 

認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
健
康
寿
命
の
延
長
、
さ

ら
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
と
い
っ
た
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
も
食
生
活
に
多
く
の

留
意
点
が
あ
り
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
は
重
要
な
事
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
食
生
活
の
タ
イ
プ
を
取
り
上
げ
そ
の
改
善
点
を
列
記
し
て
み
ま
す
。 

１
．
理
想
型
＝
栄
養
の
偏
り
や
摂
り
過
ぎ
が
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
。

一
日
三
食
を
規
則
的
に
摂
る
な
ど
の
食
生
活
の
タ
イ
プ
。 

２
．
高
脂
血
症
型
＝
穀
類
・
芋
類
の
過
食
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
お
菓
子
な
ど
の
摂
り

過
ぎ
。
野
菜
や
海
藻
類
の
摂
り
方
が
少
な
い
食
生
活
。 

（
改
善
点
）
動
物
性
脂
肪
は
極
力
控
え
る
。
油
料
理
は
一
日
二
品
ま
で
に
す

る
。
食
物
繊
維
を
多
く
と
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
・
Ｃ
、
カ
ロ
チ
ン

を
（
果
物
は
一
日
一
個
、
芋
類
、
緑
黄
色
野
菜
を
十
分
に
）
摂

る
。
卵
は
一
日
一
個
ま
で
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
に
も
注

意
す
る
（
摂
り
す
ぎ
る
と
中
性
脂
肪
を
高
め
る
）。 

３
．
貧
血
型
＝
た
ん
ぱ
く
質
や
牛
乳
、
乳
製
品
を
ほ
と
ん
ど
摂
ら
な
い
。
緑
黄
色

野
菜
も
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
食
生
活
タ
イ
プ
。 

（
改
善
点
）
鉄
分
の
多
い
食
品
を
と
る
。
鉄
の
吸
収
を
よ
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、
動
物
性
蛋
白
質
食
品
を
と
る
。
鉄
の
吸
収
を
妨
げ
る
タ
ン

ニ
ン
を
含
む
食
品
を
控
え
る
。 

４
．
高
血
圧
型
＝
塩
分
摂
取
が
多
く
、
野
菜
や
海
草
類
も
週
一
回
程
度
と
少
な
い
。

 

飲
酒
量
が
多
い
。
動
物
性
脂
肪
を
摂
り
過
ぎ
る
な
ど
の
食
生
活

タ
イ
プ
。 

（
改
善
点
）
塩
分
を
制
限
す
る
（
一
日
一
〇
ｇ
未
満
。
カ
リ
ウ
ム
を
積
極
的

に
摂
る
（
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ
、
枝
豆
、
カ
ボ
チ
ャ
）。
ア
ル
コ
ー

ル
を
控
え
る
。 

５
．
肥
満
型
＝
果
物
の
食
べ
過
ぎ
。
野
菜
類
、
海
藻
類
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
。

間
食
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
方
が
多
い
な
ど
の
食
生
活
を
す
る

タ
イ
プ
。 

（
改
善
点
）
一
日
三
食
（
腹
八
分
目
）
を
規
則
的
に
摂
る
。
品
数
を
多
く
、

量
は
少
な
く
。
野
菜
を
十
分
に
と
る
。
濃
い
味
付
け
は
食
べ
過

ぎ
の
も
と
に
な
る
の
で
注
意
を

す
る
。
牛
乳
と
果
物
を
一
日
一
回

と
る
。 

６
．
栄
養
失
調
型
＝
健
康
維
持
に
必
要
な
栄
養
素

な
ど
を
十
分
に
と
ら
な
い
食

生
活
を
す
る
タ
イ
プ
。 

入
所
者
の
食
生
活
を
観
察
し
な
が
ら
、
明

る
い
食
事
の
場
を
持
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 
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２０１５年 望洋荘・せんしょう苑 便り ２５頁 



七
月
二
六
日
に
花
火
大
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
少
し
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、

手
持
ち
花
火
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
恒
例

の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
を
鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

    

                   

                            

                            

２０１５年 望洋荘・せんしょう苑 便り ２６頁 

花火大会 望洋荘 



七
月
十
二
日
の
朝
、
内
郷
地
区
の
御

神
輿
が
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
の
玄
関
前
に

来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
ひ
ね

り
を
投
げ
て
楽
し
ん
で
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
内
の

み
ま
や
広
場
に
て
、
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

                     

                            

                            

２０１５年 望洋荘・せんしょう苑 便り ２７頁 

せんしょう苑 御神輿 ＆ 運動会 



音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ギ
ロ
ッ
ク
・
フ

レ
ン
ズ
・
イ
ン
・
東
京
」
の
皆
さ
ん
が
望
洋
荘
・
せ

ん
し
ょ
う
苑
両
施
設
で
演
奏
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

両
施
設
と
も
に
、
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
な

が
ら
大
き
な
声
で
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。 

                      

                       

【
せ
ん
し
ょ
う
苑
】 

 

永
久
保 

カ
ネ 

様 
 

九
七
歳 

八
月 

一
日 

み
ま
や
西
ユ
ニ
ッ
ト 

 

木
幡 

 

富
子 

様 
 

九
三
歳 

八
月 

二
日 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

       

【
望
洋
荘
】 

柴
野 

タ
ツ 

 

様 
 

九
九
歳 

八
月
一
八
日 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

 

阿
部 

ヤ
エ
子 

様 
 

九
二
歳 

八
月
一
五
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

 

箱
崎 

カ
ツ
子 

様 
 

九
二
歳 

 
 

 
 

 

八
月
二
八
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

 

佐
藤 

ち
ゑ
子 

様 
 

八
七
歳 

 
 

 
 

 

八
月 

一
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

 

関
根 

節
子 

 

様 
 

八
五
歳 

 
 

 
 

 

八
月 

五
日 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

 

清
野 

政
保 

 

様 
 

八
四
歳 

 
 

 
 

 

八
月 

五
日 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

 

青
木 

ト
シ
イ 

様 
 

八
二
歳 

 
 

 
 

 

八
月
二
八
日 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

２０１５年 望洋荘・せんしょう苑 便り ２８頁 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

介
護
老
人
福
祉
施
設  

  
  

  
  

 

望

洋

荘 

電 

話 
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地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
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『ギロック・フレンズ・イン・東京』の皆さん 

八
月
お
誕
生
日
の
皆
さ
ん 


